
 

CAP(キャップ Child Assault Prevention 子どもへの暴力防止)プログラム 

CAPスペシャリスト養成講座 
開催要項 

 

CAP（キャップ）プログラムの実践者を養成するための本講座は、＜子どもへの暴力防止のための

基礎講座＞（21時間/以下基礎講座）を修了した方を対象として開催するものです。 

CAPは、40年以上前にアメリカで専門家によってつくられた暴力防止プログラムで、現在も10数ヵ国で

実施されている、最も包括的な第一次予防プログラムとして評価を受けています。基礎講座で学んだ、

子どもの“内なる力”を信じ、その力を活性化するエンパワメントの理念をふまえ、CAPプログラムの

実践について深く学ぶ本講座は、地域で活動するCAPグループ（CAPセンター・JAPANと活動に関する覚

書を交わした登録団体）に所属して、CAPプログラム提供を通して子どもへの暴力のない社会をつくる

ことに寄与するCAPプログラム実践者の養成を目的としています。 

 

■講座内容   （3日間21時間  1日めオンライン5時間 2・3日め対面 8時間×2日） 

オープニング・サークル 

【講義１】 CAPプログラム・おとなワークショップ 

【講義２】 ＣＡＰ子どもワークショップの概観 

【講義３】 ファシリテーターとロールプレイヤー 

【講義４】 ロールプレイ実習 

【講義５】 トークタイムの目的と実習 

【講義６】 CAPプログラム実践者として 

クロージング・サークル 

■受講費用   24，600円 ［内訳］受講費22,000円 教材費2，600円 

■講   師   CAPセンター・JAPANトレーナー 

■定   員   20人 

 

※詳細は、ホームページをご覧いただき、了解事項に必ず目を通してから申込書にて書お申し込みください。 

  ※同時期開催の基礎講座と併せて受講される場合は、基礎講座修了後に「受講確定書」をお送りします。 

※定員を超えた場合には、申込書の「応募動機」「今後の活動予定」に基づいて調整させていただきますこと

をご了承ください。調整の結果はいずれの場合もご連絡いたします。 
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■受講者の声 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定NPO法人 CAP センター・JAPAN 

〒545-0051 大阪府大阪市阿倍野区旭町 2-1-1-104 

TEL：06-6648-1120 FAX：06-6648-1121 

E-mail：info@cap-j.net 

本講座を修了された方へのフレッシャーズサポート 

＜CAP スペシャリスト養成講座＞（21時間）を修了した方は、受講後 1 年間は CAP 活動を始め

られる際の不安や疑問を解消するためのフレッシャーズ・サポートを受けることになります。養

成講座修了時にサポート申込書と 3,000 円（登録料 500 円を含む）を添え手続きを終えますの

で、予めご了承のうえ受講申込いただきますようお願いいたします。 

 

CAP 活動を始められる際の不安や疑問を解消するために 

「フレッシャーズ・サポート」として 
フレッシュなあなたにむけて、ニュースレター「すたあと」（3 回）をお届けします。 

フレッシャーズ専用窓口（メール） 

機関誌「The☆すぺしゃりすと」（通常は活動会員に配布する機関誌）をお届けします。 

（CAP 活動に役立つ情報満載！活動紹介、養成講座、研修講座などのお知らせ等） 

最新情報の共有、スキルアップ・ステップアップのために 

CAP センター・JAPAN が主催する研修会への案内と参加費の会員割引があります。 

問い合わせ・申し込み先 

CAP スペシャリストとして活動するには・・・ 
 

CAP センター・JAPAN（以下 CCJ）が担当する 32 都府県の CAP グループ（活動に関する覚書

をトレーニングセンターである CCJ と交わした団体）に所属し所定の手続きを経て、「CAP ス

ペシャリスト活動認定証」を所持して活動することになります。  

CCJ では「CAP スペシャリスト活動認定証」を所持して、

CAP スペシャリストとして活動し続けるために、2010 年度から

資格更新制度（3 年毎に更新）を導入しています。 詳細はホー

ムページの「資格を更新する」をご覧ください。 

子どもにとって「お

となに話をする」こ

とが何なのか、また

子どもを信じる重要

性を学んだ。 

日頃、子どもと接する仕事に必要

な知識を得ることができた。 

知識だけでなく、たくさんの

出会いに感謝します。 

トークタイム実習は、自

分のクセを知り、他の人

の実習を見ることで、話

の聴き方を体感できた。 
子ども（当事者）の視点から

考えることを徹底的に繰り返

した6日間だった。 

何より自分の「安心・自信・自由」

を大切にすることから始めたい。 

mailto:info@cap-j.net

